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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 本 研 究 に お いて は 、第 一 に 、 主 と して 次 の 3 点 に つ き 、 岩 手 県 の野田 村 立 野 田 中 学校 、 宮古

市 立 宮 古 小 学 校、 も りお か 女 性 セ ン ター 、 カリ タ ス 大 船 渡 等、 お よび そ の 他 現 地 の人 々 の御 協

力 を い た だ き 、聞 き 取り 調 査 を 行 っ た。 そ れは 、 つ ま り 、 ①学 校 が避 難 所 と な っ た場 合 の運 営

方 法 ・ 課 題 等 、② 防 災教 育 （ な い し 学習 ） の内 容 ・ 課 題 等 、③ 災 害発 生 後 に 、 女 性・ 子 ども ・

外 国 人 等 が 直 面す る 、犯 罪 等 を 含 む 問題 ・ その 対 処 法 、 な どで あ る。  

 こ の 聞 き 取 り調 査 の結 果 、 次 の 事 実が 判 明し た 。 つ ま り 、ま ず 、  

① 避 難 所 運 営 等に つ いて だ が 、（ １ ）平 生 よ り学 校 と コ ミ ュ ニテ ィ のつ な が り が 密 接で あ る場

合 、 コ ミ ュ ニ ティ の 理解 が 得 ら れ や すく 、 避難 所 運 営 に つ いて も 住民 の 自 治 精 神 が発 揮 され 、

教 員 等 が 子 ど もた ち に向 き 合 う 余 裕 が出 や すい こ と 、（ ２ ）避 難 所 の運 営 経 験 に よ り、避 難 所等

の 構 造 上 の 問 題が 明 らか に な り 、 平 生は 、 例え ば 体 育 館 な どと し て利 用 し て い る 施設 に つい て

も 避 難 所 と な った 場 合を 想 定 し て 建 築等 を 行う 必 要 が あ る こと 等 が明 ら か に な っ たの で あり 、  

次 に 、 ② 防 災 教育 （ ない し 学 習 ） に つい て は 、（ １ ） 子 ど も たち の ケア が 何 よ り 重 要で あ り 、

そ れ は 震 災 直 後よ り も、 し ば ら く 時 間が 経 過し た 今 以 降 こ そ、 さ らに 注 意 し て 取 り組 む べき で

あ る こ と 、（ ２ ）（ 野 田中 学 校 な ど の よう に ）人 権 教 育 な ど を核 と して 、 人 づ く り ・街 づ くり を

意 識 し た 体 系 的な 教 育が 行 わ れ て い る場 所 があ る こ と 、（ ３）学 習 の成 果 が 、実 際 の復 興 計 画に

反 映 さ れ る な どの 工 夫が 必 要 で あ る こと 、（ ４）防 災 教 育・復 興 教育 は、必 ず グ ルー プ ワ ー クで

行 う の が 有 効 であ る こと 、（ ５ ）ボ ラン テ ィ アの 授 業 な ど を 行う 場 合 、ボ ラ ン テ ィ ア をす る 側に

立 っ た 場 合 を 想定 し ての 授 業 が 多 い であ ろ うが 、 震 災 に よ りボ ラ ンテ ィ ア を さ れ る側 に 立つ と

い う 体 験 に 基 づい て 、ボラ ン テ ィ ア を され る 側に つ い て も 学 ぶ授 業 が行 わ れ て い る とい う こと 、

（ ６ ）外 部 講 義な ど も 活用 す る こ と が 重要 で ある が 、普 段 の 授業 計 画 の中 に 位 置 づ け られ る か 、

継 続 性 が あ る かな ど の基 準 を 立 て て 、そ の 基準 に 基 い て 受 け入 れ を行 う 必 要 が あ るこ と 等が 明

ら か に な っ た ので あ り、  

最 後 に 、③ 外 国 人・女 性・子 ど もの 震 災 後 の状況 等 に つ い て は 、（１ ）外 国 人 に つ い て 、やは

り 差 別 が 存 在 した こ と（ 例 え ば 、 避 難所 で の子 ど も の 排 斥 、炊 き 出し 時 の 差 別 、 宗教 に 基く 差

別 な ど ）、（ ２ ）女 性 ・子 ど も に 関 し ては 、 DV・ 児 童 虐 待 の 増加 が 見ら れ る こ と 、 性の 問 題の 増

加 が あ る こ と （大 規 模な 災 害 後 に は 、ギ ャ ンブ ル ・ ア ル コ ール ・ セッ ク ス へ の 依 存症 が 増加 す

る こ と は 一 般 に指 摘 され る と こ ろ で ある が 、今 回 の 調 査 に おい て は、 そ の 、 ま た 、子 ど もへ の

ケ ア の 問 題 と して 、 震災 ハ イ の 問 題 が指 摘 され 得 る こ と な どが 明 らか に な っ た 。  

 こ れ ら の 調 査結 果 を踏 ま え た 上 で 、防 災 教育 （ な い し 学 習） プ ログ ラ ム を ど の よう に して 構

築 す べ き か を 検討 し た結 果 と し て 、 次の 諸 点が 挙 げ ら れ た 。そ れ は、 つ ま り 、 ① 普段 の 学習 計

画 の 中 に し っ かり 位 置づ け ら れ た も ので あ るこ と 、 ② 人 づ くり ・ 街づ く り を 前 提 とす る もの で

あ る こ と 、 ③ 具体 的 で目 標 が 見 え や すい も ので あ る こ と 、 ④子 ど もだ け で な く 、 教職 員 も学 び

の 主 体 と し て 参加 す るも の で あ る こ と、 さ らに は 、 コ ミ ュ ニテ ィ の人 々 、 お よ び 、コ ミ ュニ テ

ィ に 生 活 す る 外国 人 をも 巻 き 込 む も ので あ るこ と 、 ⑤ 参 加 者の ケ アに 十 分 配 慮 す るこ と 、な ど

の 5 点 で あ る 。  

 防 災 教 育（ ない し 学 習）プ ロ グ ラ ム は、人 権 教育・法 教 育 な ど と の つ なが り の も と に 体 系 的 ・

包 括 的 、 さ ら には 具 体的 に 行 う 必 要 があ る 。も っ と も 、 現 在の 学 校現 場 に お い て は、 様 々な 要

因 か ら こ れ ら の要 素 をす べ て 実 現 す るこ と は困 難 か も し れ ない 。 しか し な が ら 、 防災 教 育（ な

い し 学 習 ） プ ログ ラ ムを 効 果 の あ る もの と して 行 う た め に は、 部 分的 な （ い わ ば つま み 食い 的



な ） 実 行 で は なく 徹 底的 ・ 包 括 的 な 実行 が 望ま れ る 。 本 研 究は 、 予備 段 階 の も の に止 ま って い

る が 、 今 後 継 続的 な 研究 を 行 っ て い くこ と にし た い 。  

 

 

研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

特 集 ： 防 災 教 育の 展 望（ 仮 ）  

宿 谷 晃 弘 ・ 田 﨑義 久 ・田 中 成 行 執 筆 予定  

『 共 生 と 修 復 』 第 4 号（ 2014 年 5 月 末 発 行 予 定 ）  
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